
 

 

 

 

 

 

                                 

                                                                                                                                                          

                                         

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

『太平記』には、大将の北条泰家が

関戸付近で討たれそうになるのを守

り、家臣の横溝八郎や安保入道父子が

戦死する姿が描かれています。弓の名

手だった横溝八郎は、敵を次々と射落

とし奮戦するものの、自らも主従三騎

で討ち死にしました。安保入道父子は

随行の兵 100 余人とともに討ち死にし

ました。これら家来の捨て身の奮戦に

より、泰家は鎌倉へ落ちのびたのです。 

関戸には合戦の伝承地が、いくつも

残されています。現在、関戸バス停付

近に残る塚は、｢八郎塚｣とも称され｢横

溝八郎の墓｣と伝承されています。ま

た、すでに無くなってしまいましたが、

現聖蹟桜ヶ丘駅みずほ銀行裏手付近に

は、かつて｢旗巻塚｣と呼ばれる塚があ

り、｢敗走する幕府が旗を巻いて退却を

始めた場所｣という伝承がありました。 

関戸合戦伝承は、江戸時代の地誌編

纂や、当時の『太平記』流行の影響を

受けており、すべての伝承がそのまま

中世の史実を示しているわけではあり

ません。しかし、関戸はその後の武蔵

野合戦でも戦場になるなど、戦場とし

ての記憶が積み重なった場所であると

考えられます。 

現在おこなわれている供養も、昭和

30 年代に不幸が続いたことから、｢関

戸合戦戦死者の供養が必要｣として開

始されたもので、地域の方々の意識に

深く刻まれた合戦の記憶を垣間見るこ

とができるのです。 

小田急電鉄では、輸送需要に対応す

るため列車を増発し、朝のラッシュピ

ーク時には、およそ 2 分に 1 本の割合

で列車を運転、あわせてこの時間帯に

都心方面に向かう急行・準急はすべて

10 両編成、各駅停車を 8 両編成で運

転するなど、列車の長編成化も行って

きました。 

しかし、従来の複線設備では輸送力

に限界があることから、快適な輸送サ

ービスを実現するための抜本的な輸送

改善策として、東北沢〜和泉多摩川間

(10.4km)の複々線化事業を進め、2018 

年 3 月 3 日に線路の複々線化が完成

し、2018 年度の事業完了を目指し駅舎

の完成等工事を進めています。 

複々線化事業は、鉄道を立体化して

踏切を廃止する、東京都の連続立体交

差事業と一体的に行っており、2013 年

3 月には工事中区間の立体化が完了

し、完成区間を含む事業区間内にあっ

た 39 カ所すべての踏切が廃止されま

した。 

連続立体交差事業は、鉄道の立体化

により踏切を廃止し、交通渋滞の緩和

や街の一体化を図ることを主な目的と

しております。一方、複々線化事業は

線路を上下線２本ずつに増やし、鉄道

の混雑緩和や速達性の向上など抜本的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会  場 ： ロビー     

入場料 ： ￥500 (小学生以下無料) 

出  演 ： 岡田 鉄平(ヴァイオリン) 佐藤みゆき(ピアノ) 

曲  名 ： アヴェ・マリア（シューベルト）、ハンガリー舞曲第 4番（ブラームス） 

ラプソディ・イン・ブルー(ガーシュイン) 他 

主  催 ： 文化部会 

 

な輸送改善を目的としています。 

複々線化事業は、混雑緩和と所要時

間の短縮により、快適な輸送サービス

の実現を目指す小田急の事業です。ま

た、連続立体交差事業は、踏切をなく

すことで慢性的な交通渋滞の解消や、

より良い街づくりを促進することを目

的とする東京都の都市計画事業です。 

小田急では、複々線化のために新た

に増設する線路 2 線分の用地費や建設

費（高架橋やトンネルの築造費を含む）

などについて、そのすべてを負担する

とともに(事業費約 3200億円、工期 30

年)、連続立体交差事業の費用の一部も

負担しております。 

複々線化事業を行うためには、巨額

の資金の調達が必要となり、これらの

費用増によるお客さまのご負担を極力

低減させるために、事業の効率化を進

めコスト削減を図るとともに、鉄道建

設に関する各種の公的助成制度を最大

限活用しています。 

この複々線完成により、朝のラッシ

ュピーク時間帯を中心に列車の大幅な

増発が可能となり、混雑が緩和される

(混雑率：現在 192％→150％程度)ほか、

各駅停車と急行などの優等列車が別々

の線路を走ることにより、所要時間が

短縮されます(多摩センター～新宿

間：54分→40分)。 

また、連続立体交差事業によって、

踏切がなくなり、鉄道・道路の安全性

が向上するとともに、踏切での慢性的

な交通渋滞の緩和や、鉄道によって分

断されていた市街地の一体化が図られ

るなど、駅周辺の整備や街づくりも著

しく促進されることが期待されます。 

   

新しい小田急線（２） 

 

 

筆者紹介：橋場万里子(はしば まりこ) 
パルテノン多摩歴史ミュージアム(公益財団
法人多摩市文化振興財団)学芸員。首都大学
東京、東京医療学院大学非常勤講師。 

 

5月 16日は多摩市関戸の人々にとっ

て特別な日です。この日、関戸の観音

寺では、地域の人が集まって、お経を

唱える行事がおこなわれます。この行

事は、元弘 3年(1333)5月 16日の分倍

河原・関戸合戦による戦没者供養とさ

れています。関戸は中世には戦場だっ

たのです。 

この合戦はどのような戦いだったの

でしょうか。元弘 3 年 5 月 8 日、後醍

醐天皇の呼びかけに応じた新田義貞は

生品
い く し な

明神(群馬県)で挙兵し、鎌倉幕府

の打倒を目指して鎌倉街道を南下しま

す。武蔵国に入った新田軍は、小手指

原・久米川などで幕府軍と戦闘を繰り

広げつつ南下し、5月 15日に分倍河原

で戦いました。 

新田軍はここでいったん劣勢とな

り、掘兼(狭山市)まで退却しますが、

この日の晩に援軍が到着すると、形勢

は逆転し、翌 16日に再度、分倍河原・

関戸河原で戦いが繰り広げられまし

た。前日の勝利に油断していた幕府軍

は敗れ、鎌倉を目指して退却を始めま

す。それを新田軍が追い、関戸付近で

激しい掃討戦となったのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横溝八郎の墓 

多摩市立唐木田コミュニティセンター 〒206-0034 多摩市鶴牧 6 丁目 14 番地 TEL: 042-338-6333   休館日：第 2・第 4 月曜日 

 ※唐木田図書館休館日：毎週月曜日、祝祭日 ※和カフェ定休日：毎週月曜日、祝祭日 

 

 

桐朋学園大学音楽学部卒及び

同大学研究科修了。長江杯国際

音楽コンクール優勝他、多数の

コンクールに上位入賞。ピアノ

とヴァイオリンデュオ「スギテ

ツ」結成、日本レコード大賞企

画賞受賞。 

複々線化事業の概要について 

 

岡田 鉄平 佐藤みゆき 

東京音楽大学卒業後、伴奏、

室内楽を中心に活動。作

曲・編曲も手掛け、音楽配

信サイト「Weeklypiano」等

へ楽曲提供。「おとあーと研

究室」「ママリフレッシュコ

ンサート」メンバー。 

橋場万里子  

 

 

小田急電鉄株式会社 多摩の歴史さんぽ（９） 

 

分倍河原・関戸合戦 

しょうぶかん 

  

発行： 2018 年 4 月 22 日 （隔月発行）     No.049 
唐木田コミュニティセンター運営協議会 編集： 広報部会 

公式ホームページ：http://karakida.org/ 

メールアドレス：info@karakida.org 

 

 

 

◆ ６月２日(土)  17:30開場  18:00開演 
 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

部屋予約方法が変更になっています 

4 月 1日予約受付分より「2ヶ月先の同日の日」の予約

受付へと変更になっています。詳細は、カウンター受

付に「2 ヶ月先予約カレンダー」をご用意しております

ので、お気軽にお問い合わせ下さい。 

平成 30年度「団体登録」はお済みになりましたか？ 

4 月 1日以降の貸室予約には再登録、新規登録にかかわ

らず、新年度の登録手続きが必要となります。まだ、

手続きを済まされていない場合は、再登録をお願いい

たします。                 事務局 

菖蒲館ウォーキング(予告) 

〜 高幡不動尊とあじさい 〜 

☆日 時：6 月上旬予定 

☆コース：未定  

※詳細は後日、掲示板および 

 ホームページでお知らせします 

☆主 催：健康･スポーツ部会 

ペチュニア  

福祉なんでも相談会 

～ 福祉、介護、認知症ほか 気になる事、悩み事、 

     どなたでもご利用できる身近な相談窓口です ～ 

☆日 時：5月 15 日(火) 14:00～16:00 

     6月 19 日(火) 14:00～16:00 

☆場 所：1階第１会議室 

☆参加費：無料(直接会場へ) 

※相談員は社協・包括の職員。相談内容は守られます 

☆主 催：福祉部会、多摩市社会福祉協議会 

     多摩センター地域包括支援センター 

 

 

日曜朝市 

地元産の新鮮な野菜が菖蒲館の広場に！ 

☆日 時：第 79回 5月 20 日(日) 9:00～11:00 
第 80回 6月 17 日(日) 9:00～11:00 

毎月 1 回実施(原則第 3 日曜日)     

☆場 所：菖蒲館 玄関前広場 

☆販売品：地元産の野菜など 

☆主 催：日曜朝市実行委員会 

映画鑑賞会 

舟を編む 

出版社の辞書編集部に配属され、20数万語に及ぶ辞書「大渡

海」の編纂に取り組んだ青年の真摯な努力と愛の感動物語 

第 37回日本アカデミー賞最優秀作品賞ほか６部門受賞 

2013年制作 

監督：石井裕也 

主演：松田龍平 宮崎あおい 

原作：三浦しをん(2012年本屋大賞受賞) 

☆日 時：5月 7 日(月) 

     上映 14:00～16:20 

☆場 所：2階ホール 

☆参加費：無料(事前の申込み不要､直接会場へ) 

☆主 催：福祉部会映画同好会 

 

菖蒲館ウォーキング 

〜 風薫る大栗川と｢かるがも館｣ 〜 

☆日 時：5月 15 日(火) 9:30 菖蒲館集合 

雨天の場合は 5 月 17 日(木) 
☆コース：菖蒲館 ～ 滝谷戸 ～ 大塚東公園 ～ 

愛宕緑地 ～ 大栗川 ～かるがも館 

～ 菖蒲館 (徒歩おおよそ 8ｋｍ、3 時間) 

☆参加費：100 円(保険代ほか) 

当日直接受付(事前の申込み不要) 

☆持ち物：タオル、飲み物、帽子等 

※ 歩きやすい靴と服装で 

☆主 催：健康･スポーツ部会 

 

 

 

 

 

 

花いっぱい運動でつくる“絆” 

みなさんのご協力で、菖蒲館は四季折々、様々な草花で

いっぱいです。協力員の方々とご一緒にご参加下さい。 

☆日 時：5月 19 日(土)10:00～ 

     6月 16 日(土)10:00～ 

☆場 所：菖蒲館 玄関前広場 

☆主 催：まちづくり部会  

ペ チ

ュニア  パソコン教室 ～ WORD入門（初級） ～ 

☆日 時： 5月 17 日、24 日、31 日、6 月 7 日 

 6 月 14 日 毎週木曜 10:00～12:00 

☆場 所：2階第 2会議室 

☆定 員：5名(申込み先着順 受付 10:00～) 電話受付可 

☆受講料：3000円(5 回分初回に一括納入) 

☆機 器：ノートパソコン(Windows10)を貸与 

☆主 催：地域 ICT 化支援特別委員会 

 

 

菖蒲の会（高齢者食事会） 
～ 新緑の美しい季節になりました。みなさんとご一緒に 

食事をしながら、笑って、喋って、楽しい一時を過ごしましょう！ ～  

☆日 時：5月 29 日(火) 12:00～13:30 
☆場 所：1階ギャラリー 

☆対象者：市内在住の 75歳以上の方 

     （付き添いの方もご一緒にどうぞ） 

☆参加費：1人 300円 

☆定 員：18名(申込み先着順、受付 10:00～) 

      ※本人が直接申込み下さい(電話可) 

☆献 立：たけのこご飯、精進揚げ、筑前煮、 

     お吸い物、デザート 

※アレルギーの方はご相談下さい 

☆主 催：福祉部会 

ハロー From Shobukan からきだ菖蒲館広報紙 

 

 

多摩市立グリーンライブセンター 

大人のためのクラフト Vol.5 

～ 雨の季節は室内でのんびりステンドグラスつくり ～ 

☆日 時：6月 23 日(土) 9:40～12:00 

☆場 所：1階第１会議室  

☆定 員：10名 要予約(受付 10:00～) 

☆参加費：1000円(材料費込み)   

☆主 催：文化部会 

 

 
 

 

 
 

 

次号は 6 月 24日 発行予定 

 

絵本よみきかせ ～ おはなしのいす ～ 

☆日 時：6月 2 日(土) 11:00～11:40 
     ※5 月はお休みです 

☆場 所：2階和室(事前の申込み不要) 

※絵本は誰もが楽しめ心を豊かにしてくれます 

☆主 催：福祉部会  

☆問合せ：042-376-4538(白石) 

 

 
※問合せ・申込：☎042-338-6333(事務局)10:00 より 

サルビア 

重要 


